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寄り添うように泳ぐカツオクジラの親子。
カツオクジラは、ヒゲクジラ亜目ナガスク
ジラ科ナガスクジラ属。ナガスクジラ属の
なかでは、比較的暖かい海の沿岸域を好む
種です。写真は、高知県沖でドローンを使っ
て撮影されました。親子連れの写真が撮影
されたのは国内初です。ここは通年でカツ
オクジラが生息しているため、土佐湾で行
われているホエールウォッチングでその姿
を見ることができます。
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日本の近海にはどんなクジラが生息しているのかな？

日本周辺には、世界の鯨類のおよそ半数の45種類ほどが生息したり、回遊したりすることが知られ
ています。これほど多くの種類がいるのは、世界でも珍しいといわれています。日本近海は暖流と
寒流が交わり、海水温の季節変化も大きいなど、幅広い環境が形成され、えさも豊富であること
がその理由とされます。どんな種類の鯨類が日本の近くにいるかを推定する指標の一つがストラン
ディング調査です。ストランディングとは、海の哺乳類が何らかの理由で海岸に打ち上げられ、自力
ではどうすることもできない状態のことで、漂着や座礁ともいわれます。日本の沿岸域で暮らすス
ナメリやミナミハンドウイルカなどは年間を通してストランディングの報告があり、スジイルカやカズ
ハゴンドウなどはえさを追って黒潮を北上する春先に日本沿岸でのストランディングが増えます。ザ
トウクジラなどは、回遊の途中で日本沿岸を通る際にストランディングすることがあります（ストラン
ディングについてはp.12～14を参照）。
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画像提供：国立科学博物館
〔参考資料〕田島木綿子：『海獣学者、クジラ
を解剖する。』山と渓谷社（2021）

シャチ

国立科学博物館では、各地で確認されたストランディングの詳細を「ストランディングデー
タベース」にまとめて公開しています。
URL：https://www.kahaku.go.jp/research/db/zoology/marmam/drift/index.php
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▶︎日本周辺のストランディングマップ（抜粋）

マッコウクジラ
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